



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































合計2月 3月データベース名 種類 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月4月
(1－1）図番・雑誌所蔵目録
(OPAC)




検索件数(h) 21.592 17,511 39,103
(2)マイクロ／デジタル資料・和古
書所蔵目録
検索件数(i) 5,357 78,0813,525 7,5946,658 7.525 6,139 7,951 6,728 6,268 7,775 5,9206,641
(3)国文学論文目録データベース 検索件数(i) 42,230 27,157 846,15488,938 66,307 92,646 97,351 90,251 34,55670,563 88,455 90,283 57,417
(4)日本古典総総合目録 検索件数(i) 531,37147,625 34,51737.148 16,998 45,164 42,444 42,611 42,661 59,274 58､178 52,593 22,158
(5)コーニツキー版欧州所在日本
古書総合目録
検索件数(i) 99 8,269786 290 1321.206 696 691 895 791 853 923 907
(6)日本古典資料調査データベース 検索件数(1) 23,6751,125 1,634 1,1061,957 1,785 1,977 2,638 2,784 2,098 2,018 2,326 2,227
(7)近代書誌・近代画像データベー
ス
検索件数(1) 591 21,5862.627 2,404 1,070 1,0521,496 2,178 2,005 2,604 1,801 1,814 1,944
(8)明治期出版広告データベース 検索件数(1) 4,0051.1.4 98394 391 328 384 326 324 466 429 586 165
(9)古筆切所収情報データベース 検索件数(i) 238 5,700439 171 395509 438 586 571 600 738 461 554
(10)和刻本漢籍総合データベース 検索件数(i) 4,759496 169 223 180427 410 401 445 474 402 574 558
(11）連歌・浪能・雅楽データベー
ス




利用回数(i) 302 3,557394 156 278353 415 424 464 400 371
(13-1）「史料所在情報・検索」シス
テム




検索件数(i) 197101 96 ???????????








新規登録者数 3 20215 14 14 318 33 23 25 17 1］ 26??
検索件数(a) 32,9422,540 2,673 7942,639 2.694 2,549 2,894 2,443 3,180 3,817 3,586 3.133
21年4月データベース名 種類 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12膳 1月 2月 合計3月
(17）二十一代集データベース 検索件数(1) 2,2151.129 2,524 1.706 1,335 1,208 2,596 2,715 2,210 1，113 1,199 893 20,843
?。
(18）吾妻鏡データベース 検索件数(i) 347 600 458 511 1,055 916 1,083 1,104 1,224 434 942 868 9,542
検索件数(i)(19）絵入源氏物語データベース 275 398 683 314 287 430 381349 466 124 115 108 3,930
(20）歴史物語データベース
201006.14公開





29,915 42,491 21,937 48,784 55,644 50.261 59,752 75,939 101,540 44,863 137,215 86,443 754,784
(21-2）古事類苑データベース（全
文検索版）
検索件数(i) 650 506447 682 489 414 630 1,233 716 222 274 336 6,599
(22-1）歴史人物画像データベース ページ閲覧数
(a)
28,405 30,591 14,963 37,342 33,148 28,909 35,888 31,524 24,841 11,357 43,371 26,076 346,415










1,356 2,355 1137 1,789 2,909 2,627 3,833 1,046 578 278 17,908








検索件数(a) 512 650 448 8()9 604 783 794 967 1,505 1,668 10 8,750
(26）古典学統合データベース 険索件数(i) 395 376 527 831 516 453 846 980 724 182 817 708 7.355
(27）伝記解題データベース 検索件数(i) 326 273 291 302 321 304 342 354 336 96 83 81 3,109
(28）日本文学国際共同研究データ
ベース
検索件数(i) 1,790 1,662 1,818 1,870 2,034 1,986 2,469 2,270 2,143 430 196 197 18,865
(29）館蔵神社明細帳データベース 検索件数(i) 380 305 413 394 397 383 428 494 408 155 263 356 4,376
(30）アーカイブズ学文献データベ
ース
検索件数(i) 367 385 355 381 341 324 379 436 405 81 88 92 3,634
データベースサービスシステム総合窓口業務件数
Web受付 10 4 9 9 7 109 13 5 6 6 4 92





































































































































































|場明文庫 E 835-845 27855
上佐山内家宝物資料館（山内文庫） 639-647 15499 A
三原市立図齊館 A 2()4-246 216222
臼杵市立臼杵図書館 A 427-451 31258
Bノ東京都立中央図書館（東京誌料） 131-191 202260
弘前市立図脅館 304-329272 A 475
大須文庫 B' 119-140 97278
A'感岡市中央公民館281 943-991 198
紙焼写真蝉経閣文庫296 64lp
名古屋市博物館326 B 110-130 107
ノートルダム清心女子大学附属図書館 322-339 45332 A
紙焼写真神奈川県立金沢文庫＊343 E 3
糸魚川市歴史民俗資料館 C 24-37347 212
南方熊楠邸保存顕彰会 B'348 98-115 95
諏訪市図書館355 A 100-132 101
黒川村立公民館 131-139362 A 35
鳥取県立図諜館363 A 146-177 127
奈良女子大学附属図書館 B 12－65370 76
周南市立鹿野図書館（岩崎文庫） B′376 19-49 238
善通寺セ1 157-191A “
初瀬川文庫ハ3 158-166 30A

















































































































































































































21年度 22年度18年度 19年度 20年度平成16年度 17年度
2,764電子複写件数 4,093 2,031 3,148 2,7854,2523,646
852658RPによる電子複写件数 631 770 658628 619
4フィルム複製件数 9 2 3843 12 4
紙焼作製件数 220 142 115151 154
19,568 20,484電子複写枚数 29,059 14,915 23,22726,782 30,484
RPによる電子複写枚数 55,792 83,562 99.227 72,175 79,87349,80931,744
1,331フィルム複製コマ数 593 429 418 17963.987 2,065


























































所蔵者 コレクション 目録 データ数











金沢大学附属図書館 金戸文匝 金戸文庫仮目録 219








関西大学図書館 生田文庫 関西大学図書館所蔵生田文庫・頴原文庫目録 92
富山市立図書館 山田孝雄文廊 山田孝雄文庫目録 入力中1,414
竹田市立図書館 吉良家和漢蔵叫目録 入力中27
千葉大学附属図書館 千葉大学附属図瞥館亥鼻分館古医書コレクショ
ン目録
1,496
長崎県立長崎図書館 長崎県立長崎図番館古典籍目録 入力中269
奈良女子大学附属図書館 奈良女子大学附属図書館大宮武麿氏旧蔵書目録 137
長崎大学附属図書館 長崎大学附属図書館医学分館所蔵貴重和漢古書
目録
116
北上市立中央図書館 (北上市立中央図書館提供データ） 969
?? ????
7,221
③基礎データ（典拠データ）追加・改訂
④公開データベースの更新
【電子化推進事業】
（1）システム維持・更新
第8期情報システムへの移行に伴い、以下の改修・更新を行った
38
Ⅱ情報事業センター
①「マイクロ／デジタル資料・和古書所蔵目録」の項目表示・ヘルプ表示の変更、画像の有無で
の検索機能追加
②画像配信サーバ変更に伴う、高次化画像配信システムの画面変更、画像形式の変換作業、再リ
ンク作業
③館蔵和古書画像データベース（試行版）の館蔵和古書画像の「マイクロ／デジタル資料・和古
書所蔵目録」への統合。
④業務データベースシステム（マイクロ目録・館蔵和古書目録・古典籍総合目録で共用）のデー
タベースシステム変更にともなう、移植作業・各種作業用の機能の開発。
資料10公開画像（主なもの）
↑?????
マイクロ／デジタル資料･和古謁所蔵目録
マイクロ・デジタル寅料目録211,800
和古遜目録14,800
移行済み
｜
’
館蔵和古書画像データベース（試行版）
（停止予定）
画像
’
■■■■■■■■■■■■■
｜I
■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■
高次化画像配信システムによるもの
（2）デジタル画像公開
公開に必要な以下の作業を行った
①所蔵和古書のリンク作業・画像形式変換作業
②収集マイクロデジタル化の支援
③収蔵歴史アーカイブズデータベースほか画像公開の支援
④画像台帳データベースの作成
39
コーニツキー版欧州所在日本古番目録
12,000
画像
約22件
・近代悪誌・近代画像データベース
32‘500
画像
約1,600件
収蔵歴史アーカイブズ
約132文雷群
画像
約2‘173件
言 一 一
'4学術企画連携部
両
i)国際交流室
【第34回国際日本文学研究集会】
日程：平成22年11月27日（土）・28日（日）
場所：国文学研究資料館
主催：国文学研究資料館
日本学術振興会助成事業
テーマ「書物としての可能性一日本文学がカタチになるまで一」
＊研究発表13本、ショートセッション研究発表6本、ポスターセッション研究発表4本、及
び公開講演1本が行われた。
＊国際日本文学研究集会委員会の決定に基づき、主として若手研究者を対象とする、発表時間
を15分とするショートセッション、及び資料掲示による説明コーナの発表（ポスターセッ
ション）を設け、それぞれ6名と4名の発表が行われた。
＊最近10年のうち最も多数の163名（外国人53名、日本人110名）の参加者があった。
【海外における国際シンポジウム等の開催】
①古典籍資料による日韓学術交流集会
日程：平成22年7月26日（月）
場所：韓国国立中央図書館
主催：国文学研究資料館・韓国国立中央図書館・高麗大学校日本研究センター
テーマ「古典籍資料による日韓学術交流」
＊参加者17名（外国人12名、日本人5名）
＊調査カードの使用方法や書誌の取り方の具体例などについて報告し合い、質疑応答を行った。
＊11月15日16日にも今後の交流継続のための打合せ会を実施した。
②「日中書籍史比較研究」国際研究集会
日程：平成22年12月23日（木）・24日（金）
場所：北京・中国国家図書館
主催：国文学研究資料館・北京大学国際漢学家研修センター・中国国家図書館古籍館・中国国
家古典籍保護センター
テーマ「古典籍の形態・図像と本文一日中書物史の比較研究一」
＊日本と中国の書物史の専門家を集め、古典籍の形態、図像と本文に関する問題を切り口とし
て、日中書籍史の共通点と相違点に留意した比較研究を行い、それによって、東アジアの書
物の歴史に対する理解を深めていくことを目的として開催された。
＊参加者50名（外国人43名、日本人7名）
③第6回インド国際日本文学研究集会
日程：平成23年2月20B(日）
場所：国際交流基金ニューデリー日本文化センター
主催：デリー大学・国際交流基金
後援：国文学研究資料館
テーマ「インドにおける日本文学研究」
40
Ⅱ情報事業センター
＊インドにおける研究者と日本文学に関する情報交換及び研究報告を行い、日本文学に対する
理解を深め、研究成果を共有することを目的として開催された。
＊参加者40名（外国人30名、日本人10名）
(参考）
上記のほか科学研究費補助金などによって、国文学研究資料館教員が主導している国際学術集会
には、コレージュ・ド・フランスと共同して開催された「書物の形態と本文」をテーマとする国際
研究集会（3月8日、於パリ大学）および「集と断片」をテーマとする国際研究集会（4月、於早
稲田大学)、ライデン大学図書館におけるワークショップ（人間文化研究機構国際連携研究プロジ
ェクトとの連携)、「東アジア近世契約文書の諸様相」をテーマとする日中韓の国際集会（人間文化
研究機構連携研究、1月8日、於韓国中央研究院）などがあり、また教員個々の海外の国際学会へ
の参加（講演・研究発表をふくむ）も多い。
【外国人研究員の招聰】
①アルド・トリーニ（ヴェネツィア大学准教授）
招聰期間：4月16日～7月15日
参加研究プロジェクト「王朝文学の流布と継承」
②朱秋而（台湾大学副教授）
招聰期間：6月14日～9月21日
参加研究プロジェクト「近世的表現様式と知の越境一文学・芸能・絵画よる総合研究」
(参考）
上記の他、外来研究員として高麗大学校日本研究センターHK研究教授金孝順・金青均・金姫
延、及びソウル大学HK研究教授李美淑を受け入れた。
【学術交流協定による国際交流】
①高麗大学校日本研究センターとの学術交流協定にもとづきシンポジウム「古典籍資料による日
韓学術交流」を開催。また科学研究費補助金等により、学術交流協定を締結しているコレージュ・
ド・フランス、ライデン大学と共同したシンポジウム等を開催した。
②学術交流協定を締結している高麗大学校日本研究センターからは恒常的に研究者を外来研究員
として受け入れることになった。
③ローマ大学との学術交流協定を更新した。
ii)展示企画室
【展示】
①通常展示「和書のさまざま-書誌学入門-」
概要：《本》のさまざまな形態を体系的に紹介しながら、日本の古典籍がどのように読み伝
えられて来たのかを当館所蔵資料を使い展示した。
日程：平成22年4月15日（木）～6月18日（金）44日間
場所：当館展示室
主催：国文学研究資料館
鑑賞者：548名
②人間文化研究機構連携展示「チベットポン教の神がみ」
概要：国立民族学博物館（大阪府吹田市）において平成21年4月23日～7月21日に開催
41
③42
した企画展「チベットポン教の神がみ」を当館に場所を移し展示した。
ボン(Bon)教は中国のチベット自治区全域、四川省、甘粛省、青海省、雲南省か
らヒマラヤ南麓にまで広く分布している宗教で、仏教がチベットにもたらされ、政権
と結びつく前まではその地域の主流をしめていた。本展示では、ポン教が築きあげて
きた宗教的宇宙の構造の一部を図像資料によって紹介するとともに、ポン教の歴史や
現代における分布、儀礼などを紹介した。
なお、本展示に併せて、会期中に財団法人千里文化財団が主催した講演会が開催さ
れた。
日程：平成22年7月2日（金）～9月10日（金)61日間
場所：当館展示室
主催：国文学研究資料館、国立民族学博物館
鑑賞者:3,107名
講演会：第94回「国立民族学博物館友の会」東京講演会
演題：「チベットポン教とは何か」
日時：平成22年7月19日（月・祝）14：00～15：15
講師：長野泰彦（国立民族学博物館教授）
会場：当館大会議室
参加費：一般500円。国立民族学博物館友の会員、国文学研究資料館賛助会員は無料。
主催：財団法人千里文化財団
協力：国文学研究資料館、国立民族学博物館
参加者：96名
※講演終了後に展示室内にてギャラリートークを実施。
特別展示「鉄心斎文庫短冊文華展」
概要：鉄心斎文庫（東京都品川区）が所蔵する短冊コレクション約6千枚とその関連資料の
中から、選んだ約150点を展示した。
展示品は、吉田兼好から江戸川乱歩まで様々な時代の著名な人物の短冊、『兎玉集』
『古筆短冊手鑑』という天皇や公家を中心とした短冊手鑑、『慶安手鑑』や『眺望集』
といった版本を展示した。なかには、短冊をモチーフとした蒔絵の硯箱などもあり、
日本人が短冊をどのように享受してきたかを概観できるような展示となった。
なお、本展示に併せて、会期中に講演会を開催した。
日程：平成22年10月4日（月）～11月12日（金)28日間
場所：当館展示室
主催：国文学研究資料館
協力：近世和歌研究会
後援：鉄心斎文庫、和歌文学会、俳文学会、東京新聞、立川市、立川商工会議所、立川観光
協会、立川市商店街連合会
鑑賞者:1,402名
毎週金曜日、14:00から展示室内にてギャラリートークを開催。
講演会：「鉄心斎文庫の短冊」
↓1
日時：平成22年10月15日（金)14:00～16:30
挨拶：芦澤美佐子（鉄心斎文庫伊勢物語文華館）
講演：神作研一（金城学院大学教授）「短冊のちから」
鈴木淳（当館教授）「短冊書き継がれるカタチ」
会場：当館大会議室
参加費：無料、先着150名
参加者：92名
Ⅱ情報事業センター
④通常展示「新収資料展物語そして歴史一平安から中世へ－」
概要：当館で新たに購入した資料を中心として物語文学、歴史関連にテーマを絞り展示を行
った。その中でも昨年購入した『奈良絵本うつほ物語絵巻』は稀書であり、今年度学
術交流協定を締結した九州大学附属図書館と連携し、九州大学附属図書館が所蔵する
『うつほ物語絵巻』（九大本）と当館が所蔵する国文研本の2つを同時に展示した。
なお、本展示に併せて、会期中に講演会を開催した。
日程：平成23年1月24日（月）～3月18日（金）39日間
場所：当館展示室
主催：国文学研究資料館
協力：九州大学附属図書館
鑑賞者：947名
毎週金曜日、14：00から展示室内にてギャラリートークを開催。
講演会：「王朝文学と奈良絵本一うつほ物語を手がかりに」
日時：平成23年1月24日（月)14:00～16:30
会場：当館大会議室
講演：赤澤真理（日本学術振興会特別研究員）
田村隆（九州産業大学講師）
参加費：無料、先着150名
参加者：82名
Ⅲ）広報出版室
【講演会】
①連続講演
日本文芸の普及を図り、古典について広く深く理解してもらうため、第一線で活躍している研究者
による連続講演を、平成12年度から年1回（全5回）開催している。平成22年度は、「江戸文化再
考」と題し、九州大学名誉教授中野三敏氏による連続講演を行った。
名称：平成22年度連続講演
テーマ：江戸文化再考
講師：中野三敏（九州大学名誉教授）
日程：平成22年9月10日、9月17日、9月24日、10月22日、10月29日
14時30分～16時00分
第1回9月10日（金）大勢五転近代人の江戸観について112名
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第2回9月17日（金）雅と俗と江戸文化理解の根本理念116名
第3回9月24日（金）江戸モデル封建制その大なる誤解110名
第4回10月22日（金）近世的自我思想史再考96名
第5回10月29日（金）和本リテラシーの回復その必要性104名
場所：当館大会議室
参加者数：533名（延べ）
②サテライト講座
当館が品川区から立川市へ移転したことを踏まえ、移転前から来館していた利用者など、都心の利
用者に向けた講座を東京堂出版神保町第1ビルディングで開催した。
本年は「和歌文学への招待」をテーマに寺島恒世教授、海野圭介准教授が講演を行い、各講演終了
後には参加者から多数の質問が出るなど盛況であった。
名称：平成22年度サテライト講座
テーマ：和歌文学への招待
講演：「新古今時代の和歌｣．寺島恒世（当館研究部教授）
「和歌の秘密を伝える－古今伝授の世界一」海野圭介（当館研究部准教授）
日程：平成22年11月6日（土）13：30～16：30
場所：東京堂出版神保町第1ビルディング
参加者数：56名
【アーカイブズ・カレッジ】
多様な史資料を取扱う専門的人材を養成するため、長期コース・短期コースをそれぞれ年1回開催
する。また、カリキュラム等の改善を図るため、講義を担当する教員を中心にカリキュラム研究会を
実施する。
長期コースは、前期7月20日（火）から4週間、後期8月30B(月）から4週間の日程で国文学
研究資料館において開催し、42名が受講した。うち史料保存機関職員や大学教職員などの社会人は
15名、大学院生は27名であった。なお今年度、長期コースの全6科目を修了した29名に修了証書
を授与した。短期コースは、11月8日（月）～13日（士）に名古屋大学（名古屋市）の施設を借りて
開催され、30名が受講した。うち史料保存機関職員や大学教職員などの社会人は28名、大学院生は
2名であった。
①長期コース
日程：平成22年7月20日（火）～8月13日（金）、8月30日（月）～9月24日（金）
場所：当館オリエンテーション室ほか
受講者：42名
②短期コース
日程：平成22年.11月8日（月）～13日（土）
場所：名古屋大学博物館ほか
受講者：30名
【日本古典籍講習会】
各所蔵機関の図書館員等を対象に、書誌学の専門知識の獲得や整理方法の技術向上によって、日本
古典籍の整理・目録化を促進し、広く活用されるよう環境の整備を図ることを目的とし、平成15年
44
IⅡ情報事業センター
度から開始した。第1回の平成15年度は、海外の図書館員等を対象として5日間開催、16年度は国
立国会図書館の協力を得て開催、17年度からは、国立国会図書館との共催で開催している。第'2回
(16年度）以降は、国内の図書館員等を対象に3日間開催、今年度は大学図書館等23名、公共図書
館等7名、計30名が受講した。
内容は、昨年と同様、日本古典籍の基礎知識、和古書目録の作成、データベース化の方法、近世の
出版と流通、くずし字の読み方、蔵書印の見方・読み方などの講義､当館及び国立国会図書館の和古
書目録規則の説明、古典籍資料の保存・管理法、貴重書紹介、書庫の見学などであった。
日程：平成23年1月26日（水）～28日（金）
場所：当館大会議室
受講者：30名
【夏休み子ども見学デー】
毎年8月に開催している「夏休み子ども見学デー」を8月5日（木）に開催した。「夏休み子ども
見学デー」は、法人化された平成16年度から実施しているもので、今回が7回目となる。今年は対
象を小学校4年生～6年生に絞り、立川市やその周辺地域の小学校にチラシを配布するなどして参加
者の募集を行った。
当日の参加者は小学生16名の他、立川第10小学校の校長先生及び保護者の方8名が参加し、立川
第4中学校の先生と読書部の生徒4名が特別に見学した。
最初に今西祐一郎館長の挨拶があった後、閲覧室、教員研究室、展示室の館内見学が行われ、その
後江戸助教による「百人一首の話」があり、引き続きカルタ取り大会が行われた。カルタ取り大会で
は、今年も3名の講師（青柳隆志先生、内池三郎先生、兼築信行先生）をお招きし、狩衣姿で宮中歌
会始めと同じ読み方で百人一首の和歌の披講が行われた。
日程：平成22年8月5日（木）14時00分～16時30分
場所：当館大会議室
内容：「百人一首の話」江戸英雄（当館研究部助教）
カルタ取り大会「歌会始めで百人一首」青柳隆志（東京成徳大学人文学部教授）
兼築信行（早稲田大学文学学術院教授）
内池三郎（日本国語教育学会理事）
参加者：29名（内訳：子ども16名、保護者等8名、特別見学5名）
【出版関係】
①平成22年度国文学研究資料館紀要の発行
当館教員の研究成果を学界及び社会一般に還元する一環として、年度毎に研究紀要を発行している。
平成22年度は、文学研究篇第37号（257ページ)、アーカイブズ研究篇第7号（225ページ）を刊
行した。
②研究成果刊行促進制度
本制度は、当館の研究をより広く学界及び社会一般に還元するため、研究成果の出版を希望する当
館の共同研究に対して、内容等を審査の上で、出版に要する経費の一部を当館が負担し、出版物の刊
行を促進することを目的として実施している。
平成22年度は、申請がなく、本制度の適用はなかった。
③国文研ニューズの発行
4う
当館の広報記事や研究内容を紹介する定期刊行物として年に4回発行している。
平成22年度は、19号～22号の4冊を発行し、関係機関に配布するとともに、催し物の際に来館者
に配布した。
④概要の作成
平成22年度の当館概要を作成した。
【広報関係】
①当館Webページのリニューアル
当館のWebページについて、全面的にリニューアル作業を実施した。
②多摩モノレール「高松駅」での広報活動
昨年8月より、多摩モノレール「高松駅」改札内の広報用展示スペースを借用し、当館の広報スペ
ースとしてPR展示を実施している。なお、この広報については、平成23年度も継続して実施する
こととしている。
③立川地区の広報誌「えくてびあん」への連載
立川地区で無料配布されている月刊広報誌「えくてびあん」において、平成22年9月号より、当
館の教員に焦点を当て、教員の研究と当館の事業内容を紹介する記事を連載しており、平成23年8
月号までの全12回が予定されている。
④カレンダーの作成
当館のカレンダーを新たに作成し、関係各所へ配布した。今後も毎年作成していく予定である。
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